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論文内容の要旨 
【目的】 
急性肺水腫を呈した維持透析患者において、患者背景や心血管危険因子、来院時の臨床的特徴
が、死亡率にどのような影響を与えるか検討した。 
【方法】 
2007 年 4 月から 2015 年 10 月の間に当院心臓内科、救命救急科に緊急入院した急性肺水腫を呈
した慢性維持透析患者のカルテ情報を用いた後ろ向き研究である。調査項目は、年齢、性別や透
析情報、既往歴等の基本情報、発症時刻、来院時刻、来院時のバイタルサイン、血液所見、血液
ガス所見、初期治療内容に加え、入院後の心臓超音波検査、心電図検査および冠動脈造影等の検
査結果である。また、アウトカムとして退院日、院内死亡の有無、退院後転帰、死亡年月日、死
亡原因等を調査した。エンドポイントは全死亡であり、Cox 回帰分析を用い、単変量解析を行い、
単変量解析で有意差が認められた項目について、多変量解析を行った。また、Kaplan-Meier 法を
用いた生存時間分析を行い、死亡率の違いを Log-rank test を用いて検定した。 
【結果】 
フォローアップ期間(10-2546 日)中に、32 人（47%）の死亡が確認された。単変量解析では、年
齢、糖尿病の合併、末梢動脈・大動脈疾患の合併、来院時心房細動において、死亡率の上昇が認
められ、午前 0時から 8時での来院、収縮期血圧高値、高ヘマトクリット、高アルブミン血症に
おいて死亡率の低下が認められた。これら単変量解析で有意差が認められた項目について多変量
解析を施行したところ、年齢、末梢動脈・大動脈疾患の合併、来院時心房細動が死亡率の上昇と
関連し、午前 0時から 8時での来院と死亡率低下の関連が認められた。 
【結論】 
維持透析患者における急性肺水腫の長期予後と、透析患者特有の肺水腫発症様式の関連が示唆さ
れた。 
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